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資料４

件名・議案 提案者
資料

（頁）

提案理由等
（※シンポジウム等、後援関係について

は概要を記載）
説明者

根拠規定
等

Ⅰ　審議事項

１．提言等関係

提案1

提言「大学入試におけ
る英語試験のあり方に
ついての提言」につい
て日本学術会議会則第
２条第３号の「提言」
として取り扱うこと

言語・文
学委員会
委員長

B-1(5-
25)

言語・文学委員会文化の邂逅と言語分科
会において、提言を取りまとめたので、
関係機関等に対する提言として、これを
外部に公表したいため。
※第一部査読

言語・文
学委員会
文化の邂
逅と言語
分科会
伊藤たか
ね委員
長、林徹
幹事

内規3条1
項

提案2

提言「サステナブルで
個人が主体的に活躍で
きる社会を構築する
サービス学」について
日本学術会議会則第２
条第３号の「提言」と
して取り扱うこと

経営学委
員会委員
長、総合
工学委員
会委員長

B-1(26-
62)

経営学委員会・総合工学委員会合同サー
ビス学分科会において、提言を取りまと
めたので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第一部、第三部査読

経営学委
員会・総
合工学委
員会合同
サービス
学分科会
西尾チヅ
ル委員
長、サー
ビス学の
教育実装
に関する
小委員会
山本昭二
委員長

内規3条1
項

提案3

報告「日本における農
業資源の潜在力を顕在
化するために生産農学
が果たすべき役割」に
ついて日本学術会議会
則第２条第４号の「報
告」として取り扱うこ
と

農学委員
会委員長

B-1(63-
114)

農学委員会農学分科会において、報告を
取りまとめたので、関係機関等に対する
報告として、これを外部に公表したいた
め。
※第二部査読

農学委員
会（農学
分科会）
大杉立委
員長

内規3条1
項

提案4

提言「人の生殖にゲノ
ム編集技術を用いるこ
との倫理的正当性につ
いて」について日本学
術会議会則第２条第３
号の「提言」として取
り扱うこと

哲学委員
会委員長

B-2(1-
37)

哲学委員会いのちと心を考える分科会に
おいて、提言を取りまとめたので、関係
機関等に対する提言として、これを外部
に公表したいため。
※第一部査読

哲学委員
会いのち
と心を考
える分科
会　田坂
さつき委
員長、香
川知晶副
委員長

内規3条1
項
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提案5

提言「Web調査の有効
な学術的活用を目指し
て」について日本学術
会議会則第２条第３号
の「提言」として取り
扱うこと

社会学委
員会委員
長

B-2(38-
79)

社会学委員会Ｗｅｂ調査の課題に関する
検討分科会において、提言を取りまとめ
たので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第一部査読

社会学委
員会Ｗｅ
ｂ調査の
課題に関
する検討
分科会
佐藤 嘉
倫委員
長、今田
高俊幹事

内規3条1
項

提案6

提言「発達障害への多
領域・多職種連携によ
る支援と成育医療の推
進」について日本学術
会議会則第２条第３号
の「提言」として取り
扱うこと

臨床医学
委員会委
員長

B-2(80-
96)

臨床医学委員会出生・発達分科会におい
て、提言を取りまとめたので、関係機関
等に対する提言として、これを外部に公
表したいため。
※第二部査読

臨床医学
委員会
（出生・
発達分科
会）　神
尾陽子委
員長

内規3条1
項

提案7

提言「持続可能な人間
社会の基盤としての我
が国の地球衛星観測の
あり方」について日本
学術会議会則第２条第
３号の「提言」として
取り扱うこと

地球惑星
科学委員
会委員長

B-3(1-
39)

地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会
において、提言を取りまとめたので、関
係機関等に対する提言として、これを外
部に公表したいため。
※第三部査読

地球惑星
科学委員
会地球・
惑星圏分
科会地球
観測将来
構想小委
員会　高
薮縁委員
長、早坂
忠裕副委
員長

内規3条1
項

提案8

提言「化学・情報科学
の融合による新化学創
成に向けて」について
日本学術会議会則第２
条第３号の「提言」と
して取り扱うこと

化学委員
会委員長

B-3(40-
71)

化学委員会化学企画分科会において、提
言を取りまとめたので、関係機関等に対
する提言として、これを外部に公表した
いため。
※第三部査読

化学委員
会化学企
画分科会
情報科学
との融合
による新
化学創成
小委員会
阿尻雅文
委員長、
松原誠二
郎副委員
長

内規3条1
項

提案9

提言｢「地元創成」の
実現に向けた看護学と
社会との協働の推進｣
について日本学術会議
会則第２条第３号の
「提言」として取り扱
うこと

健康・生
活科学委
員会

B-3(72-
113)

健康・生活科学委員会看護学分科会にお
いて、提言を取りまとめたので、関係機
関等に対する提言として、これを外部に
公表したいため。
※第二部査読

健康・生
活科学委
員会看護
学分科会
南裕子委
員、綿貫
成明委員

内規3条1
項
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Ⅱ　その他

１．

件名 資料(頁)

今後の総会及び幹事会開催予定
　次回幹事会は6月25日(木)13時30分開催予定

C(1)
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